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中部エレクトロニクス振興会
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主な事業
• 新しいモノづくりのための共同研究
• 大学等との連携事業
• 新しい技術の創出に資する事業
（エレクトロニクス・スクエア事業）

• 国際的に通用する人材の育成
• 講演会・セミナー等の開催
• 会員相互の情報交換・交流

沿線
• 昭和43年設立
• エレクトロニクス産業の振興を目指し
わが国産業経済の発展に貢献する

三重県工業研究所



エレクトロニクス・ショー(展示会)の限界
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2020年2月以前 2020年3月以降

エレクロトニクス・ショーを開催
(セミナー＆中規模展示会)

コロナ禍で開催が困難になり、ネットワーク化の検討を開始
ただし「展示会ではソリューションが見つからない」との声あり

展示会形式ではダメ



システム開発現場の課題①
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企画・開発 モノ・サービスづくり 社会実証

企画構想

コア技術開発

部品・技術選定

システム構築内外製判定

非競争領域

競争領域

開発現場の声

競争領域 非競争領域(協調領域)

コア技術を先行開発しており、
課題は山積でも情報共有は不可

購入品でも市場性能を超える要求
となるケースがあり、開発遅延の原因

本領域に注力



システム開発現場の課題②
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ス
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②

スペック①

◆

◆

◆

◆

要求する領域

市場のトップレベル

市場にある領域

非競争領域(協調領域)

非競争領域のシステム・ニーズとソリューション・シーズを
マッチングするネットワーク・システムを構築することを決定

進化の方向



スペック・マッチング メリット

エレクトロニクス・スクエアの解決手法①
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スペック①

◆

◆

◆
◆

システム開発が
要求する領域

シーズ開発が
提案する領域

【システム・メーカ】

• 市場の最新のトップレベルを把握できる

• 社名とシステム名を非公開にすることで、
開発中のシステムのソリューション探索が
可能になる

• 事務局がスペックを共通言語として、
マッチングをサポートする

【シーズ・サプライヤ】

• 開発中のシステム・ニーズを知れる
→次期型の開発の方向性を推測できる
→開発中の技術の市場性を推測できる

• 事務局がスペックを共通言語として、
マッチングをサポートする



マッチング・ケース ケース・スタディ アクション

マッチング

アン
マッチング

エレクトロニクス・スクエアの解決手法②
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放
熱
性

耐EMC性

放
熱
性

耐EMC性

システム・メーカとシーズ・サプライヤ
で協業を進める領域

ニーズがあってシーズがない領域

シーズがあってニーズがない領域

両者の合意後に会社名を交換し
機密保持契約を結び打合せ

協業の
検討

他の手段
の探索

他の市場
の探索

開発目標
の変更



① テーマのブースをクリック ③ 要求スペックがある場合
事務局にメールで連絡

事務局が要求スペックを
追記して公開

⑤ 提案スペックがある場合
事務局にメールで連絡

事務局が提案スペックを
追記して公開② ブースのポスターをクリック

④参加企業と可能性のある
シーズ・サプライヤに
事務局がメールで連絡

⑥ マッチングが成立したら
事務局が両社の打合せを
設定

両社間で
機密保持を
結んだ後に
個別打合せ

エレクトロニクス・スクエアの解決手法③
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テーマ・ブースの活用法①
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<使い方>

• 要求する部品・技術毎にポスターを作成
• 各ポスターには、①背景と概要、②メカニズム、
③スペック、④見える化 の情報を公開

• 見える化のグラフは、メンバーからの情報提供
があれば、事務局で確認後に逐次更新



熱とEMC対策の小部屋

放熱部品：材料＆構造

テーマ・ブースの活用法②
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<使い方>

• 提案する部品・技術毎にポスターを作成
• 各ポスターには、①背景と概要、②メカニズム、
③スペック、④見える化 の情報を公開

• 見える化のグラフは、メンバーからの情報要求
があれば、事務局で確認後に逐次更新



進捗と課題

【進捗】
⚫エレクトロニクス・スクエアのサイト運用開始

⚫参加企業との実証実験を継続中 ノウハウの蓄積

【課題】
⚫コンテンツと参加企業数の拡大

⚫競争領域のマッチング方法の検討 

⚫電子産業以外への拡大 中部経済産業局と検討中

⚫オープン・ネットワークへの対応 電子情報技術産業協会
 (JEITA)と検討中

⚫アカデミアとの連携
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